
         
 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成29 年12 月1 日 公益財団法人 郡山地域テクノポリス推進機構 
テ ク ノ ポ リ ス だ よ り  Vol.93 

この度、当機構と日本大学工学部が連携し、更なる産学連携を推進するため当機構ウェブサイトに新たに「日本大学工学部も

のづくりアドバイザー」紹介ページを創設しました。現在、27名が登録いただいており、それぞれの研究分野、産学連携の実績

や今後力を入れたい分野が記載されています。今後も多くの先生方の情報を掲載していく予定です。 
皆様がお持ちの技術を生かせるチャンスや現在抱えている技術課題の解決につながるかもしれません。ぜひ、ご活用ください。 

また、アドバイザーへの依頼等がある場合は、当機構にご連絡ください。 

当機構ウェブサイトトップページ赤丸の部分をクリックするとアドバイザーの一覧が表示されます。 
先生方の詳しい研究内容等は、名前をクリックすることで詳細をご覧いただくことが可能です。 
 

「地域の課題を解決するアプリを作ろう」をテーマに、社会人と学生合わせて開発者70名、12チームが参加する1泊2日の

合宿形式によるハッカソン（アプリケーション開発イベント）「Connect 2017 in Koriyama, with UDC」を開催しました。地域

のビッグデータを活用した一般参加型のアプリ開発コンテストを通じ、データの有用な活用事例を提示するとともに、企業と学

生が共同でアプリ開発に行うことにより、地域の ICT 化の支援と、高度情報化、ICT 業界を担う人材の育成を図ることを目的

に、今年で4回目の開催となりました。 
受賞作品は以下の通りです。今後、全国規模で開催されるアーバンデータチャレンジ2017への応募を目指します。 

 
 

受賞名 チーム名 アプリ名 

郡山市長賞 Team エフスタ‼ ディスタ!! Dailystarter 
郡山高度情報化システム研究会賞 エフアイシー with A 郡山クリームボックススタンプラリー ～スマートフォンverAPP～ 

Connect 2017賞（ニューコメ） チームすがけん 郡山市不用品譲渡システム（あげちゃう！） 

ベストエンジニア賞 FCS with A Koriyama Navi Bot 
ポジティブ賞 エフアイシー with B お気に入りの田舎を見つけよういってみっぺ 

イーグル賞 チームエフコム リズムの見える街  

チャレンジ賞 FCS with B Charm（チャーム） 

マイスター賞 Wiz 1 イベント検索アプリもりあげくん 

リボン賞 Wiz 2 チーム「s-oS」 COA（Connect Ones APP） 

MVP賞 Wiz 3 チーム 坂内 Area Search with Fukushima 
チームワーク賞 Wiz 5 LSW（Local Specialty Watcher） 

ピカイチ賞 Wiz 4 チーム cloud 観光アプリ 

 

ガクトくんも応援に駆けつけて 
くれました 

全員で記念撮影 開発の様子 プレゼンの様子 郡山市長賞受賞Teamエフスタ‼ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行元    （公財）郡山地域テクノポリス推進機構/郡山地域ニューメディア･コミュニティ事業推進協議会 
TEL 024-947-4400  FAX 024-947-4475  E-mail techno@nm.net6.or.jp 
郡山地域テクノポリスものづくりインキュベーションセンター 
TEL 024-926-0344  FAX 024-943-4441  E-mail monodukuri@nm.net6.or.jp                               

新たに身につけた技術・知識を生かして 
 

9 月 20 日の開講式を皮切りに各コース 8 回開催したマイスターズ・カレッジ（産学連携製造技術人材育成事業）が 11 月 21
日に全てのカリキュラムが修了しました。 
 イノベーションマスターコースは、ロボット・センサ・IoT 技術を座学で学ぶとともに小型のマニュピレータをパソコンから

指示し動かしたり、研究生の開発したKinectを使った操作をしたりするなど、実際に体験いただきました。 
 ファンダメンタルテクノロジーコースでは、3D‐CAD・CAMで課題製品の製図と加工プログラムを作成するとともに、ワイ

ヤーカット等で粗削りした部材を手仕上げでやすりがけするなど、一つの医療機器の製作過程を学ぶことができるカリキュラム

となりました。 
最後のやすりがけでは、黙々と作業に没頭する受講生が印象的でした。 
 今回のマイスターズ・カレッジは総勢15名が参加し、13人が無事に修了証書を受け取りました。 
 

小型マニュピレータに作業を指示    修了証書を受け取る受講生

（イノベーションマスター） 
黙々とやすりがけ 

（ファンダメンタルテクノロジー） 

10月27日、日本大学工学部機械工学科3年生を対象とした企業見学会を開催しました。 
これは、学生にものづくりに関わる職場を見学させ、技術者として仕事をする実体験を通して、県

内企業への就職希望者を高めることを目的としています。 
 今年度は、約125名が参加し、林精器製造株式会社（須賀川市）、富士ダイス株式会社（郡山市）、

クラリオンマニュファクチャリング&サービス株式会社（郡山市）、株式会社 TBK（玉川村）、保

土谷化学工業株式会社（郡山市）の5つの企業に分かれて実施しました。 
 学生らは、製品紹介や企業概要説明、工場内の見学を終え、質疑応答の時間を設けると間髪いれ

ず質問が続き、あっという間に予定の1時間30分が過ぎていきました。ある担当者からは「学生

の本気が伝わりました。ぜひ、採用試験を受けてもらいたい」との話しがありました。 
 

学生の本気が伝わった 1 時間 30 分 

 

10 月 25 日・26 日、第 13 回医療機器設計・製造展示会&
最新技術セミナーとして、メディカルクリエーションふくし

ま2017を開催しました。   
今年は、“芽生え”~“実り”へ ～ふくしまから繋がる医療

機器ネットワーク～をテーマに国内外 227 社の企業・団体が

出展し、2日間で3,820人が来場しました。当機構は、出展1
小間を設けインキュベーションセンターの入居企業で医療関

連の展示をしました。 

へ出展報告 
11月8日・9日、「未来を創る新たなエネルギーの先進地へ」

の実現を目指して、「福島新エネ社会構想」における三本柱と

なる ①再生可能エネルギー導入拡大 ②水素社会実現のため

のモデル構築 ③スマートコミュニティの構築をメインテー

マとして、企業・団体の皆様に技術・情報の発信及び商談・

交流の場を提供するものとして開催され、2日間で6,985人が

来場しました。当機構も展示ブースを設け、来場者に当機構

の取り組みを紹介しました。 

REIF ふくしま 2017 

安全対策について説明いただきました（TBK） 

真剣な眼差しで説明を聞く学生たち（林精器製造） 

ご協力いただいた 
田中医科器械製作所金子室長のご講演 

当機構ブース 当機構ブース 開会式の様子 当機構の取り組みを紹介
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